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神奈川県入試直前予想演習

Ⅳ　理　　科
第　 2　回

注　意　事　項

1 　開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

2　問題は問 8まであり，1ページから 14ページに印刷されています。

3　計算は，問題冊子のあいているところを使い，答えは，解答用紙の決められ

た欄に，記入またはマークしなさい。

4　数字や文字などを記述して解答する場合は，解答欄からはみ出さないように，

はっきり書き入れなさい。

5 マークシート方式により解答する場合は，その番号の の中を塗りつぶし

なさい。

6　解答用紙にマス目（例： ）がある場合は，句読点もそれぞれ 1字と数え，

必ず 1マスに 1字ずつ書きなさい。なお，行の最後のマス目には，文字と句読

点を一緒に置かず，句読点は次の行の最初のマス目に書き入れなさい。

7　終了の合図があったら，すぐに解答をやめなさい。

受　検　番　号 番　

題冊子

ペー

冊子のあいているところを使い，答えは，解答用紙の決

記入

数字や文字などを記述して解答する場合は，解答欄

き

クシート方式により解答する場

にマス目

Sa
mp
le

いてはいけませんてはいけません

14ページに印刷されていまージに印刷されてい

いるところを使い，答えは，解ころを使い，答えは

マークしなさい。しなさい。

字などを記述して解答する場合はなどを記述して解答す

入れなさい。入れなさい

方式により方式に
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問 1　次の各問いに答えなさい。

ア　下の図のように，水平面と斜面をつないだレール上に打ち出し装
そう

置
ち

を置き，この装置を使って鉄球を

はじいた。鉄球は水平面上を通過した後，斜面を上昇した。斜面を上昇している鉄球の運動と位置エネ

ルギーの変化について説明したものとして最も適するものをあとの 1～ 4の中から一つ選び，その番号

を答えなさい。ただし，空気の抵
てい

抗
こう

や，摩
ま

擦
さつ

は考えないものとする。

打ち出し装置 レール
鉄球

水平面
斜面

1.　鉄球には力がはたらいていないので速さはしだいに遅くなっていく。また，斜面を上昇するにつれ

て，鉄球のもつ位置エネルギーは減少していく。

2.　鉄球には力がはたらいていないので速さはしだいに遅くなっていく。また，斜面を上昇するにつれ

て，鉄球のもつ位置エネルギーは増加していく。

3.　鉄球には斜面にそった下向きの力がはたらいているので速さはしだいに遅くなっていく。また，斜

面を上昇するにつれて，鉄球のもつ位置エネルギーは減少していく。

4.　鉄球には斜面にそった下向きの力がはたらいているので速さはしだいに遅くなっていく。また，斜

面を上昇するにつれて，鉄球のもつ位置エネルギーは増加していく。

イ　図 1のように，音
おん

さをたたいたときの音をコンピュータを

使って観察した。図 2は，1回目に音さをたたいたときのコ

ンピュータの画面のようすを示したものであり，横軸は時間

を，縦
たて

軸
じく

は音の振
しん

幅
ぷく

を表している。

　　次に，2回目にこの音さを強くたたいたら，1回目より大

きく聞こえた。このとき，コンピュータの画面のようすはど

のようになると考えられるか。最も適するものを次の 1～ 4

の中から一つ選び，その番号を答えなさい。ただし，1～ 4

の図の横軸と縦軸の 1目盛りの値は，それぞれ図 2のもの

と同じである。

1. 2. 3. 4.

コンピュータ

音さ

図 1

図 2

っていく。また，斜面

いているので速さはしだいに遅くなっていく

置エネ

の力がはたらいているので速さはしだいに遅くなっていく。ま

鉄球

ように

て観

ピュータの画面のようすを示したものであり，横軸は時間

縦
たて

軸
じ

2 回目にこの音さを強くたたいたら，1

た。このとき，コンピュータ

と考えられるか。最

び，その

Sa
mp
le

はしだいに遅いに遅

減少していく。ていく。

ているので速さはしだいに遅くなので速さはしだいに遅く

置エネルギーは増加していく。ギーは増加していく。

たいたときの音をコンピュータをの音をコンピュータ

図 2図 2は，1回目に音さをたたいたときのは，1回目に音さをたたいた

面のようすを示したものであり，横のようすを示したもので

幅
ぷくぷく

を表している。を表してい

音さを強くた音さを

コ
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ウ　右の図のように，フックをつけた直方体のおもりをばねにつるし，ビー

カーにふれないようにして水中に入れた。このとき，おもりが受ける力は，

何からはたらく力か。その組み合わせとして最も適するものを次の 1～ 6の

中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　手，水，地球 2.　ばね，水，ビーカー

3.　手，ばね，水 4.　手，ばね，地球

5.　ばね，水，地球 6.　水，ビーカー，地球

問 2　次の各問いに答えなさい。

ア　右の図のように，亜鉛板と銅板にうすい硫酸亜鉛

水溶液をふくませたろ紙とうすい硫酸銅水溶液をふ

くませたろ紙，およびセロファンを組み合わせてダ

ニエル電池をつくり，それを導線でモーターとつな

いだところ，モーターが回った。このことについて

説明したものとして最も適するものを次の１～４の

中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　亜鉛板の表面では，亜鉛の原子が電子を失って亜鉛イオンになり，銅板の表面では，水素イオンが

電子を受け取る。このとき，電流は導線を亜鉛板から銅板に向かって流れ，モーターが回る。

2.　亜鉛板の表面では，亜鉛の原子が電子を失って亜鉛イオンになり，銅板の表面では，水素イオンが

電子を受け取る。このとき，電流は導線を銅板から亜鉛板に向かって流れ，モーターが回る。

3.　セロファンには非常に小さい穴があいており，水分子は通すが，亜鉛イオンや硫酸イオンなどのイ

オンは通さない。

4.　亜鉛板はダニエル電池の－極となり，亜鉛板の質量は減少する一方で，銅板は＋極となり，銅板の

質量は増加する。

ばね

フック

ビーカー

水

おもり

硫酸亜鉛水溶液
（1％）をふく
ませたろ紙 亜鉛板

セロファン

硫酸銅水溶液（5％）
をふくませたろ紙 銅板

モーター

ダニエル電池

とつな

ことに

ものを

番号を答

鉛板の表面では，亜鉛の原子が電子を失って亜鉛イオンになり，銅板の

電子を受け取る。このとき，電流は導線を亜鉛板から銅板に向かって

亜鉛板の表面では，亜鉛の原子が電子を失って亜鉛イオン

子を受け取る。このとき，電流は導線を銅板から亜

ファンには非常に小さい穴があいてお

さな

ダニエル電池の－極

る

水溶液
をふく

ませた

ニエ

Sa
mp
le４の

亜鉛の原子が電子を失って亜鉛イオンに原子が電子を失って亜鉛イオンに

。このとき，電流は導線を亜鉛板から銅このとき，電流は導線を亜

面では，亜鉛の原子が電子を失っでは，亜鉛の原子が電子

このとき，電流は導線き，

常に小さい穴常に

eeeeeeeeeeeeeelelee
ファン

硫酸銅水溶液銅水溶液（5％）（5％）
をふくませたろ紙をふくませたろ 銅板銅
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イ　下の図のように，酸化銀を試験管Ａに入れ，加熱して発生した気体を試験管Ｂに集めた。試験管Ａに

は，反応後に固体が残った。試験管Ａに残った固体と試験管Ｂに集めた気体の性質について述べたもの

として最も適するものをあとの 1～ 4の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

試験管Ａ

試験管Ｂ

水

酸化銀

1.　試験管Ａに残った固体は，白っぽい色をしており，電気を通す。また，試験管Ｂに集めた気体は，

水にとけにくく，物が燃えるのを助けるはたらきがある。 

2.　試験管Ａに残った固体は，白っぽい色をしており，電気を通す。また，試験管Ｂに集めた気体は，

水に少しとけ，水溶液にＢＴＢ溶液を加えると黄色になる。 

3.　試験管Ａに残った固体は，黒っぽい色をしており，電気を通さない。また，試験管Ｂに集めた気体

は，水にとけにくく，物が燃えるのを助けるはたらきがある。

4.　試験管Ａに残った固体は，黒っぽい色をしており，電気を通さない。また，試験管Ｂに集めた気体

は，水に少しとけ，水溶液にＢＴＢ溶液を加えると黄色になる。

ウ　右の図のように，ステンレス皿に 0.60 g の銅
どう

粉
ふん

を入れ，ガスバー

ナーで加熱し，十分に反応させた。ステンレス皿が冷えてから，銅粉

が反応してできた黒色の酸化銅の質量をはかると 0.75 g であった。続

いて，0.80 g，1.00 g，1.20 g，1.40 g の銅粉についても，同じ方法で

実験を行った。下の表は，その結果を示したものである。

表

銅粉の質量〔g〕 0.60 0.80 1.00 1.20 1.40

酸化銅の質量〔g〕 0.75 1.00 1.25 1.50 1.75

　　次に，同じ装置を使って，2.00 g の銅粉を加熱したところ，加熱時間が短かったので銅粉の一部が

反応しないで残った。このとき反応しないで残った銅粉の質量とできた酸化銅の質量の合計は 2.30 g

であった。反応しないで残った銅粉の質量は何 gか。最も適するものを次の 1～ 6の中から一つ選び，

その番号を答えなさい。

1.　 0.40 g  2.　 0.65 g  3.　 0.80 g

4.　 0.95 g  5.　 1.10 g  6.　 1.25 g

銅粉 ステンレス皿

試験

を通す。また，試験管Ｂに

色になる

しており，電気を通さない。また，試験管Ｂに

のを助け

黒っぽい色をしており，電気を通さない。また，試験管Ｂに集め

水溶液

の図のよ

ーで加熱し，十分に反応させた。ステンレス皿が冷えてから，銅粉

応してできた黒色の酸化銅の質量をはかると 0.75 g であ

0.80 g，1.00 g，1.20 g，1.40 g の銅粉について

った 示した

0.60g〕

〕

Sa
mp
le

を通さない。また，通さない。また，

きがある。

しており，電気を通さない。また，試験電気を通さない。また，

溶液を加えると黄色になる。えると黄色になる。

テンレス皿に 0.60 g のス皿に 0.60 g 銅銅
どうう

粉粉
ふんふん

を入れ，ガを入れ，ガ

十分に反応させた。ステンレス皿が冷え分に反応させた。ステンレス

黒色の酸化銅の質量をはかる黒色の酸化銅の質量を

，1.20 g，1.40 g の銅1.20 g，

は，その結



- 4 - 神－ 2

問 3　次の各問いに答えなさい。

ア　エンドウの種子の形質には，丸いものとしわのあ

るものがある。代々丸い種子と代々しわのある種子

を親とし，育ててかけ合わせた。このときできた種

子（子）はすべて丸い種子であった。右の図は親の代

と子の代の形質の現れ方を模
も

式
しき

的
てき

に示したものであ

る。エンドウの種子の形質を決める遺伝子をA，aとして，生殖細胞がもつ丸い形質をつくる遺伝子を

A，しわのある形質をつくる遺伝子を aとする。子の代の種子がもつ遺伝子をA，aを使って表すとどう

なるか。最も適するものを次の１～４の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　AA  2.　Aa  3.　aa  4.　AAaa

イ　右の図は，被子植物であるタマネギのひげ根の先端から

5 mmほどの部分の細胞分裂を顕微鏡で観察したものであ

る。次の の文中の（　Ｘ　），（　Ｙ　），（　Ｚ　）

にあてはまるものの組み合わせとして最も適するものをあ

との 1～ 6の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

　タマネギのようにひげ根をもつ植物は（　Ｘ　）とよ

ばれる。また，右の図の細胞分裂の順序は，核の中に

染色体ができる（　Ｙ　）からはじまり，2つの染色体

のまとまりの間にしきりができる（　Ｚ　）で終わる。

1.　Ｘ－単子葉類　　Ｙ－Ｂ　　Ｚ－Ｃ 2.　Ｘ－単子葉類　　Ｙ－Ｂ　　Ｚ－Ａ

3.　Ｘ－単子葉類　　Ｙ－Ｄ　　Ｚ－Ａ 4.　Ｘ－双子葉類　　Ｙ－Ｂ　　Ｚ－Ｃ

5.　Ｘ－双子葉類　　Ｙ－Ｄ　　Ｚ－Ｃ 6.　Ｘ－双子葉類　　Ｙ－Ｄ　　Ｚ－Ａ

ウ　右の図は無セキツイ動物の分類を示したものである。分類する条件Ⅰ，

Ⅱにあてはまる組み合わせとして最も適するものを次の 1～ 4の中から

一つ選び，その番号を答えなさい。

Ⅰ Ⅱ

1 外骨格をもつか，もたないか。 卵を産むか，子を産むか。

2 外骨格をもつか，もたないか。 外とう膜をもつか，もたないか。

3 背骨をもつか，もたないか。 卵を産むか，子を産むか。

4 背骨をもつか，もたないか。 外とう膜をもつか，もたないか。

親 丸い種子 しわのある種子

子 丸い種子

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

無セキツイ動物

節足動物

Ⅰ

Ⅱ

軟体動物 その他

であ

，（　Ｚ

最も適す

その番号

にひげ

た，右

色体が

のま

－単子葉類　　Ｙ－Ｂ　　Ｚ－Ｃ 2.　

単子葉類　　Ｙ－Ｄ　　Ｚ－Ａ 

子葉類　　Ｙ－Ｄ　　Ｚ－Ｃ

キツイ動

Sa
mp
leあ

さい。 pp
Sa

植物は（　Ｘ　）とよＸ　）と

胞分裂の順序は，核の中に順序は，核の中に

Ｙ　）からはじまり，2つの染色体　）からはじまり，2つの染

間にしきりができる（　Ｚ　）で終わるにしきりができる（　Ｚ　）で

　Ｙ－Ｂ　　Ｚ－Ｃ Ｂ　

Ｙ－Ｄ　　Ｙ－

ＡＡ

ＢＢpleeeeeleeeple
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問 4　次の各問いに答えなさい。

ア　下の図は，ある町の海岸付近を模式的に表したものであり，ａとｂは風の向きを示している。この町

では，よく晴れた日の昼に海風がふく。晴れた日の気流と風向きについて説明したものとして最も適す

るものをあとの 1～ 4の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

海陸

ａ

ｂ

1.　よく晴れた日の昼には，陸の部分で上昇気流が生じて，ａの向きに海風がふく。

2.　よく晴れた日の昼には，陸の部分で上昇気流が生じて，ｂの向きに海風がふく。

3.　よく晴れた日の昼には，海の部分で上昇気流が生じて，ａの向きに海風がふく。

4.　よく晴れた日の昼には，海の部分で上昇気流が生じて，ｂの向きに海風がふく。

イ　マグマが冷え固まってできた岩石を火成岩という。火成岩はそ

の冷え方によって，右の図のＡ，Ｂのように，つくりにちがいが

できる。地表付近でマグマが冷え固まってできた黒っぽい色の

岩石の説明として最も適するものを次の 1～ 4の中から一つ選び，

その番号を答えなさい。

1.　高温のマグマが地表付近で急激に冷え固まると，図のＡのように，鉱物の結晶が成長できず，斑晶

がまばらにある組織になる。また，含まれている鉱物はチョウ石以外に，キ石やカンラン石などが多い。

2.　高温のマグマが地表付近で急激に冷え固まると，図のＡのように，鉱物の結晶が成長できず，斑晶

がまばらにある組織になる。また，含まれている鉱物はチョウ石以外に，セキエイが多い。

3.　高温のマグマが地表付近でゆっくり冷え固まると，図のＢのように，大きく成長した鉱物の結晶が

ぎっしりつまった組織になる。また，含まれている鉱物はチョウ石以外に，キ石やカンラン石などが

多い。

4.　高温のマグマが地表付近でゆっくり冷え固まると，図のＢのように，大きく成長した鉱物の結晶が

ぎっしりつまった組織になる。また，含まれている鉱物はチョウ石以外に，セキエイが多い。

Ａ Ｂ

0.5mm 0.5mm

の向きに海風がふく。

て，ｂ

流が生

上昇気

できた

て，右の

地表付

石の説明として最も適するものを次の 1～ 4の中から一つ選び，

の番

高温のマグマが地表付近で急激に冷え固まると，図

らにある組織になる。また，含まれてい

マグマが地表付近で急激に冷

ある組織になる。ま

マが地表

Sa
mp
le
海風

向きに海風が海風が

て，ｂの向きに海風がふの向きに海風がふ

成岩という。火成岩はそう。火成岩はそ

Ｂのように，つくりにちがいがに，つくりにちがいが

マが冷え固まってできた黒っぽい色のえ固まってできた黒っぽい色の

最も適するものを次の 1～ 4の中から一最も適するものを次の 1～ 4の中

なさい。さい。

が地表付近で急激に冷え近で

になる。またになる

付

Ａ
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ウ　ある地層の中から，右の図のような化石を含む岩石を採取した。この岩石を

調べたところ，次のようなことがわかった。次の の文中の（　Ｘ　），

（　Ｙ　），（　Ｚ　）にあてはまるものの組み合わせとして最も適するものをあ

との 1～ 6の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

　全体が灰色をしている。（　Ｘ　）とよばれる生物の化石がたくさん含ま

れていることから，この岩石は（　Ｙ　）であることがわかり，また，この

地層が（　Ｚ　）に堆
たい

積
せき

したと考えられる。この岩石に塩酸を加えたところ，

泡を出しながらとけた。この泡は石灰水を白くにごらせた。

1.　X－フズリナ　　　　　Y－凝灰岩　　Z－古生代

2.　X－フズリナ　　　　　Y－石灰岩　　Z－古生代

3.　X－フズリナ　　　　　Y－凝灰岩　　Z－中生代

4.　X－サンヨウチュウ　　Y－石灰岩　　Z－古生代

5.　X－サンヨウチュウ　　Y－凝灰岩　　Z－古生代

6.　X－サンヨウチュウ　　Y－石灰岩　　Z－中生代

2mm

－中生

Sa
mp
le
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問 5　電熱線に流れる電流と電熱線の発熱について調べるために，電熱線を接続した回路を用いて

次のような実験を行った。これらの実験とその結果について，あとの各問いに答えなさい。た

だし，電流計や電圧計を正しく接続した場合には，それらの器具の接続による電流や電圧の値

の変化は考えないものとし，回路に電流を流しているときは，電流や電気抵抗の大きさは変化

しないものとする。

〔実験 1〕 図 1のように電源装置，電流計，電圧計，スイッチ，電熱線Ｐを導線で接続して回路をつ

くった。この回路にスイッチを入れ，電圧計が 0.5 V を示すように電源装置を調整した。この

ときの電流計が示す値を記録し，スイッチを切った。電源装置を調整して電圧計が示す値を

1.0 V，1.5 V，2.0 V に変え，それぞれの場合について，電流計が示す値を記録し，スイッチ

を切った。次に，図 2のように，電熱線Ｐと電熱線Ｑを並列に接続して回路をつくり，同様の

操作を行った。その後，図 3のように，電熱線Ｐと電熱線Ｒを並列に接続して回路をつくり，

同様の操作を行った。ただし，図 1から図 3までのＸ，Ｙは電流計，電圧計のいずれかである。

　　　　 グラフは，〔実験 1〕で得られた結果をもとに，電圧計が示す値〔V〕と電流計が示す値〔A〕と

の関係を示したものである。

Ｙ

スイッチ

電熱線Ｐ

電源装置
＋ －

Ｘ Ｙ
スイッチ

電熱線Ｐ

電熱線Ｑ

電源装置
＋ －

Ｘ Ｙ
スイッチ

電熱線Ｐ

電熱線Ｒ

電源装置
＋ －

Ｘ

図 1 図 2 図 3

図 3の
とき

図 2の
とき
図 1の
とき

1.2

1.0

0.8

0.6

0.4
0.2

0 0.5 1.0 1.5 2.0
電圧計が示す値〔Ｖ〕

電
流
計
が
示
す
値
〔A〕

グラフ

を並列に接続

，Ｙは電流計，電圧計の

に，電圧計が示す値〔V〕と電流計が

線Ｑ

Ｙ
スイ

図Sa
mp
le
す値〔

SaSaSaSa
電熱線Ｐ電 am

pmpmp
le

mpmpmmＹ
スイッチスイッチ

電熱線Ｐ電

装置
－

mmＸmm
e電電＋＋

図 1



- 8 - 神－ 2

〔実験 2〕 発泡ポリスチレンのコップを 3個用意し，同じ温度で

同じ量の水をそれぞれのコップに入れて，図 1の回路と

水が入った発泡ポリスチレンのコップ，温度計を用い

て図 4のような装置をつくった。装置のスイッチを入

れ，電源装置を調整して電圧計が 3.0 V を示すようにし

た。コップの中の水をかき混ぜ棒でかき混ぜながら 5分

間電流を流し，水の上昇温度を調べてスイッチを切った。

次に，別のコップに取りかえて，電源装置を調整して電

　　　　圧計が 6.0 Vを示すようにして，同様の操作を行った。さらに，別のコップに取りかえて，図 4

の電熱線Ｐのかわりに電熱線Ｑを用いて，電源装置を調整して電圧計が 3.0 V を示すようにし

て，同様の操作を行った。

ア　次の は，〔実験 1〕での電流計のつなぎ方である。文中の（　Ａ　），（　Ｂ　）にあてはまるも

のの組み合わせとして最も適するものをあとの 1～ 4の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

　電流を計測する際，電流計は（　Ａ　）の位置でつなぐ。また，図 1の回路に電圧計が 0.5 Ｖを示

す電流を流したときは，電流計の（　Ｂ　）に接続すると正確に電流の大きさを計測できることがグ

ラフから読み取れる。

1.　Ａ：X　　Ｂ：500 mAの－
マイナス

端子  2.　Ａ：Y　　Ｂ：500 mAの－端子

3.　Ａ：X　　Ｂ：5 Aの－端子  4.　Ａ：Y　　Ｂ：5 Aの－端子

イ　〔実験 1〕で，電熱線Ｐの抵抗として最も適するものを次の 1～ 6の中から一つ選び，その番号を答え

なさい。

1.　 0.2 Ω  2.　 0.5 Ω  3.　 0.8 Ω

4.　 5 Ω  5.　 10 Ω  6.　 50 Ω

ウ　図5のように，電熱線Ｑと電熱線Ｒを並列にして回路をつくり，〔実験1〕

と同様の操作を行った。電圧計が 1.0 V を示すように電源装置を調整した

ときに回路全体に流れる電流として最も適するものを次の 1～ 6の中から

一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　 0.2 A  2.　 0.3 A  3.　 0.5 A

4.　 0.9 A  5.　 1.0 A  6.　 2.0 A

エ　〔実験 2〕で，電熱線Ｐに 3.0 V の電圧をかけて 5分間電流を流したとき

の水の上昇温度をT₁ ，電熱線Ｐに 6.0 V の電圧をかけて 5分間電流を流

したときの水の上昇温度をT₂ ，電熱線Ｑに 3.0 V の電圧をかけて 5分間電流を流したときの水の上昇

温度をT₃ とすると，これらの関係を等号や不等号を使って示したものとして最も適するものを次の 1

～ 6の中から一つ選び，その番号を答えなさい。ただし，〔実験 2〕では，電熱線から発生した熱は，す

べて水の温度上昇に使われたものとし，コップに入れた水は沸騰しなかったものとする。

1.　T₁ ＝ T₂ ＝ T₃ 2.　T₁ ＞ T₂ ＞ T₃ 3.　T₁ ＜ T₂ ＜ T₃

4.　T₂ ＞ T₁ ＞ T₃ 5.　T₃ ＞ T₁ ＞ T₂ 6.　T₁ ＝ T₂ ＜ T₃

スイッチ

水

温度計

発泡ポリスチ
レンのコップ

電源装置
＋ －

Ｙ

Ｘ

電熱線Ｐ

図 4　　　　　

Ｙ
スイッチ

電熱線Ｑ

電熱線Ｒ

電源装置
＋ －

Ｘ

図 5

（

選び，その番号を

ぐ。また 圧計

続すると正確に電流の大きさを計測できる

端子

の－端

1〕で，電熱線Ｐの抵抗として最も適するものを次の 1～ 6の中から一

さい。

0 8 Ω

5 Ω 6.　

うに，電熱線Ｑと電熱線Ｒを並列

作を行った。電圧計が 1

体に流れる電流

Sa
mp
lele

電流の大きさ

2.　Ａ：Y　　Ｂ：500 mAの－Ａ：Y　　Ｂ：500 mA

4.　Ａ：Y　　Ｂ：5 Aの－4.　Ａ：Y　　Ｂ：5

の抵抗として最も適するものを次の 1～として最も適するものを次の 1～

2.　 0.5 Ω  2.　 0.5 Ω  

5.　 10 Ω  

線Ｑと電
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問 6　Ｋさんは，溶解度と物質の化学変化について調べるために，次のような実験を行った。これ

らの実験とその結果について，あとの各問いに答えなさい。

〔実験 1〕　試験管Ａ，Ｂに水を 5.0 g ずつとり，試験管Ａには硝
しょう

酸
さん

カリウム，試験管Ｂには塩化ナトリ

ウムをそれぞれ 1.6 g ずつ入れてよくふり混ぜた後，図 1のようにガスバーナーを使ってあた

ためた。硝酸カリウムと塩化ナトリウムがすべてとけていることを確認した後，それぞれの試

験管をビーカーから出して冷やすと，試験管Ａではとけていた硝酸カリウムの一部が結晶と

なって出てきたが，試験管Ｂでは塩化ナトリウムの結晶は出てこなかった。また，グラフは，

水の温度〔℃〕と 100 g の水にとける物質の質量〔g〕の関係を示したものである。ただし，ガス

バーナーであたためている間，試験管Ａ，Ｂの水は蒸発しなかったものとする。

試験管Ａ 試験管Ｂ

水

ガ
ス
バ
ー
ナ
ー

0
0

20 40 60 80

20

40

60

80

100

120

水の温度〔℃〕

100
g
の
水
に
と
け
る
物
質
の
質
量
〔g〕

硝酸カリウム

塩化ナトリウム

図 1 　　　グラフ

〔実験 2〕　うすい塩酸と石灰石の粉
ふん

末
まつ

を用いて，次の①～⑥の手順で実

験を行った。

①　質量 59.0 g のビーカーに，うすい塩酸 50.0 g を入れた。

②　このビーカーに，図 2のように，石灰石の粉末 1.0 g を加えると，

気体が発生した。

③　気体が発生しなくなったところで，図 3のように，ビーカー全体

の質量をはかった。

④　このビーカーに，さらに石灰石の粉末 1.0 g を加え，③と同じ方

法で質量をはかった。

⑤　加えた石灰石の粉末の質量の合計が 5.0 g になるまで，④と同じ

操作をくり返した。

⑥　加えた石灰石の粉末の質量の合計と，気体が発生しなくなったと

きのビーカー全体の質量を調べて，表にまとめた。

表

1 回目 2回目 3回目 4回目 5回目

加えた石灰石の粉末の質量の合計〔g〕 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

気体が発生しなくなったときのビーカー全体の質量〔g〕 109.6 110.2 111.0 112.0 113.0

石灰石
の粉末

うすい
塩酸

図 2

電子てんびん

図 3

0
と
け

リウム

験 手順で

質量 59.0 g のビーカーに，うすい塩酸 50.0 g を入

の 石灰石

発生

発生しなくなった

かった

Sa
mp
lelllpleeeleleleleplelelepleplelelleeleleeleplpleplleeeeleeeeeeeele00

00
20 40 620

20

0

水の温度水

の
質
量量
〔g〕〔g〕plee

塩化ナト

　　　

い塩酸と石灰石の塩酸と石灰石の粉粉
ふんん

末末
まつまつ

を用いて，次の①～を用いて

た。た。

ビーカーに，うすい塩ーに

図 2図 のよ
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ア　〔実験 1〕で使用した硝酸カリウムと塩化ナトリウムについて述べたものとして最も適するものを次の

1～ 4の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　硝酸カリウムと塩化ナトリウムはいずれも混合物である。

2.　硝酸カリウムは混合物であり，塩化ナトリウムは化合物である。

3.　硝酸カリウムは化合物であり，塩化ナトリウムは混合物である。

4.　硝酸カリウムと塩化ナトリウムはいずれも化合物である。

イ　次の は，〔実験 1〕のグラフから考えられることについて述べたものであるが，文中の下線

部①～④には誤った記述も含まれている。下線部①～④のうち正しい記述の組み合わせとして最も適す

るものをあとの 1～ 6の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

　試験管Ａでは，①約 20 ℃で硝酸カリウムの結晶が出はじめる。硝酸カリウムは塩化ナトリウム

より温度によるとける量の差が②小さいので結晶を取り出しやすい。また，グラフから，30 g の硝

酸カリウムは，40 ℃の水 50 g に入れてよくかき混ぜると③すべてとける。このことから，このと

きの質量パーセント濃度は④ 60％であることがわかる。

1.　①，③  2.　①，④  3.　②，③

4.　①，②，③  5.　①，③，④  6.　②，③，④

ウ　〔実験 2〕において，ⅰ加えた石灰石の粉末の質量が 2.0 g のとき，何 gの気体が発生したと考えられ

るか。また，ⅱ加えた石灰石の粉末の質量がX g（Xは 6以上の数）のとき，気体が発生しなくなったと

きのビーカー全体の質量は何 gとなるか。ⅰ，ⅱの組み合わせとして最も適するものを次の 1～ 6の

中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　ⅰ：0.2 g　　ⅱ：（108 ＋Ｘ）g  2.　ⅰ：0.2 g　　ⅱ：（109 ＋Ｘ）g

3.　ⅰ：0.8 g　　ⅱ：（118 －Ｘ）g  4.　ⅰ：0.8 g　　ⅱ：（108 ＋Ｘ）g

5.　ⅰ：1.2 g　　ⅱ：（109 ＋Ｘ）g  6.　ⅰ：1.2 g　　ⅱ：（118 －Ｘ）g

エ　Ｋさんは，〔実験 2〕において発生した気体が，炭素を燃焼しても発生することを知り，その化学変化

を次の のように表した。炭素原子を●，酸素原子を○で表すものとして，（　Ｘ　），（　Ｙ　）

に最も適するものをあとの 1～ 6の中からそれぞれ一つずつ選び，その番号を答えなさい。

●　＋　（　Ｘ　）　→　（　Ｙ　）

1.　○ 2.　
○
○
 3.　○○ 4.　●○ 5.　○●○　 6.　●○●

カリウム

すい。また，グラフ

と③すべてとける。このこと

かる。

①，④

5

いて，ⅰ加えた石灰石の粉末の質量が 2.0 g のとき，何 gの気体が発

また，ⅱ加えた石灰石の粉末の質量がX g（Xは 6以上の数）のとき，気

のビーカー全体の質量は何 gとなるか。ⅰ，ⅱの組み合わせとして

から

：0 2

0.8

g　　ⅱ：（109 ＋Ｘ）g  

験 2 〕に

Sa
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leleeelele3.　②，③.　②，③

④  6.　②，③，④6.　②，③

石灰石の粉末の質量が 2.0 g のとき，何の粉末の質量が 2.0 g のと

石灰石の粉末の質量がX g（Xは 6以上の数粉末の質量がX g（Xは 6以上の

体の質量は何 gとなるか。ⅰ，ⅱの組みの質量は何 gとなるか。ⅰ

その番号を答えなさい。その番号を答えなさい。

：（108 ＋Ｘ）g  8 ＋Ｘ

（118 －Ｘ）（118
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問 7 　Kさんは，植物の光合成について調べるために，次のような実験を行った。これらの実験と

その結果について，あとの各問いに答えなさい。

〔実験 1〕 図１のように，一晩，暗室においたオオカナダモを水を入れた 2つのフラスコに分けて入れ，

フラスコａ，ｂとし，フラスコａは光の当たる場所に置き，フラスコｂはそのまま暗室に置い

た。6時間後，フラスコａとｂのそれぞれ先端近くの葉を取り出して脱色し，水でよくすすい

だ後スライドガラスにのせ，うすめたヨウ素溶液を一滴たらして細胞のようすを顕微鏡で観察

した。その結果，フラスコａでは細胞の内部にある小さな粒は青紫色に変化していたが，フラ

スコｂでは変化が見られなかった。

フラスコａ フラスコｂ

暗室光

図 1

〔実験 2〕　ビーカーに青色のBTB溶液を用意し，ストローで息を吹き込んで溶液の色を緑色にした。

用意した 5本の試験管A～EそれぞれにこのBTB溶液を同じ量だけ分けて入れた後，その中

に同じ量のオオカナダモを入れ，ゴム栓でふたをした。次に，図 2のように，暗室で試験管

A～Eを光源装置から近い順に並べ，光を当て続けた。

光源装置

ＡＡ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
図 2

〔結果〕　 1日後に溶液の色を調べると，表のようになった。

表

試験管 A B C D E

溶液の色 青色 青色 青色 緑色 黄色

ア　〔実験 1〕において，結果から確かめられたことについて述べたものとして最も適するものを次の 1～ 4

の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　光合成を行うには二酸化炭素が必要である。

2.　光合成を行うには水が必要である。

3.　光合成を行うには光が必要である。

4.　光合成が行われると酸素が発生する。

室

BTB溶液を用意し，ストローで息を吹き込んで溶液の色を緑色に

の試験管A～EそれぞれにこのBTB溶液を同じ量だけ分けて入れた

じ量の のよう

A～

溶液

Sa
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le

フフ

し，ストローで息を吹き込んで溶液のトローで息を吹き込んで溶

それぞれにこのBTB溶液を同じ量だけ分にこのBTB溶液を同じ

ダモを入れ，ゴム栓でふたをした。次にれ，ゴム栓でふたをした

装置から近い順に並べ，光を当て続けた。近い順に並べ，光を当て続けた。

SaSaSSSSSSSS光源装置光源装置amaamamamaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaamammmmmmmmm
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イ　〔実験 2〕において，試験管Aと Eの結果について，試験管の溶液中で起こった現象について述べた

ものとして最も適するものを次の 1～ 4の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　試験管Aでは二酸化炭素が減ってアルカリ性に，試験管Eでは二酸化炭素が増えて酸性になった。

2.　試験管Aでは二酸化炭素が増えてアルカリ性に，試験管Eでは二酸化炭素が減って酸性になった。

3.　試験管Aでは酸素が減って酸性に，試験管Eでは酸素が増えてアルカリ性になった。

4.　試験管Aでは酸素が増えて酸性に，試験管Eでは酸素が減ってアルカリ性になった。

ウ　次の は，〔実験 2〕に関する先生とＫさんの会話である。文中の（　　　）に最も適するもの

をあとの 1～ 4の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

先　生　「〔結果〕について考えてみましょう。」

Kさん　「試験管A～Cの溶液の色は青色ですが，試験管Dの溶液の色は緑色，試験管Eの溶液

の色は黄色と，光源装置からの距離によって溶液の色が異なっています。」

先　生　「そうですね。試験管Dの溶液の色は緑色ですが，これは中性であることを示しています。

このことから，どのようなことが考えられますか。」

Kさん　「試験管Dの位置では，オオカナダモが行う光合成と呼吸の間で，（　　　）ため，溶液

の性質が変わらなかったと考えられます。」

1.　光合成による酸素の排出量と呼吸による酸素の吸収量がつり合っている

2.　光合成による水の吸収量と呼吸による水の排出量がつり合っている

3.　光合成による二酸化炭素の吸収量と呼吸による二酸化炭素の排出量がつり合っている

4.　光合成による酸素の排出量と呼吸による二酸化炭素の排出量がつり合っている

エ　Kさんは，〔結果〕から「光源装置から出る光の強さを強くしたら，どのような結果になるか」とい

う疑問をもった。次の は，その疑問から，Kさんが立てた仮説である。Kさんが立てた仮説

①～③について，〔実験 2〕と同様の方法で光の強さを変えることにより検証できる仮説はどれか。最も

適するものをあとの 1～ 6の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

〔仮説〕

　仮説①：光の強さが強くなると，試験管Dの溶液の色は青色になる。

　仮説②：光の強さが強くなると，試験管Aの溶液の色が青色になるのが早くなる。

　仮説③：光の強さによって結果に影響は生じない。

1.　仮説①  2.　仮説②  3.　仮説③

4.　仮説①と仮説② 5.　仮説②と仮説③ 6.　仮説①と仮説③
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問 8　日本のある地点Ｓで，太陽の 1日の動きを調べるために，次のような観察を行った。この観

察とその結果について，あとの各問いに答えなさい。

〔観察〕 図 1のように，9時 00 分から 2時間ごとに，太陽の位置を透明半球の球面に記録した。表 1

は，9時 00 分の位置から各時刻の位置までの透明半球上の長さを記録したものである。

　　　　また，点Ａ～Ｄは，円の中心Ｏから見た東西南北のいずれかの方位を示している。点Ｅ，Ｆは，

記録した点をなめらかな曲線で結び，透明半球のふちまでのばしたときの円との交点であり，点

ＱはＡＣとＥＦの交点である。点Ｐは，太陽が南中した位置である。

13 時 00 分

15 時 00 分

9 時 00 分

透明半球

Ａ

Ｂ Ｅ

Ｏ

Ｄ Ｆ

Ｑ Ｃ

Ｐ

方位磁針 画用紙

11 時 00 分

図 1

表 1

時刻 9時 00 分 11 時 00 分 13 時 00 分 15 時 00 分

9 時 00 分の位置から各時刻の
位置までの長さ〔cm〕

0 4.8 9.6 14.4

ア　図 1において，南中高度を表すものはどれか。最も適するものを次の 1～ 4の中から一つ選び，その

番号を答えなさい。

1.　∠ＡＱＰ 2.　∠ＡＯＰ 3.　∠ＣＯＰ 4.　∠ＣＱＰ

イ　 9時 00 分の位置から点Ｐまでの透明半球上の曲線の長さは 6.8 cmであった。この日の太陽の南中し

た時刻として最も適するものを次の 1～ 8の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

1.　 11 時 10 分 2.　 11 時 25 分 3.　 11 時 35 分  4.　 11 時 50 分

5.　 12 時 00 分 6.　 12 時 10 分 7.　 12 時 25 分 8.　 12 時 35 分

画用紙

時

9時 00 分の位置から各
置までの長さ〔c
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Ｏ

Ｆ

ＱＱ Ｃ

方位磁針磁針
図 1

S
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（問題は，これで終わりです。）

ウ　次の は，地点Ｓにおける，春分の日の太陽の 1日の動きについての考察である。文中の

（　Ｘ　），（　Y　）に最も適するものをそれぞれの選択肢の中から一つずつ選び，その番号を答えなさ

い。

　春分の日の南中高度は，（　Ｘ　）。季節によって昼の長さ等が変化するのは，地球が（　Y　）で

ある。

(　X　）の選択肢　 1.　〔観察〕のときより高い

  　　　 2.　〔観察〕のときより低い

  　　　 3.　〔観察〕のときと変わらない

(　Y　）の選択肢　 1.　自転する際に，太陽の自転軸に対して地球の地軸が傾いて自転しているから

  　　　 2.　自転する際に，地軸が地球の公転面に対して傾いて自転しているから

  　　　 3.　太陽のまわりを公転する際に，地軸が地球の公転面に対して傾いて公転してい

るから

  　　　 4.　太陽のまわりを公転する際に，太陽の自転軸に対して地球の地軸が傾いて公転

しているから

エ　表 2は，地点Ｓで観察した日とその 3週間前，3週間後の日の出の時刻をまとめたものである。また，

図 2は，地球が太陽のまわりを公転するようすを模式的に表したものであり，ａ～ｄは春分，夏至，秋

分，冬至のいずれかの日の地球の位置を示している。観察した日，地球はどの位置にあったか。最も適

するものをあとの 1～ 4の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

表 2 北極

公転の向き

太陽 地球
ａ

ｂ

ｄ

ｃ
3週間前 観察した日 3週間後

日の出の時刻 5時 18 分 4 時 54 分 4 時 39 分

図 2

1.　ａとｂの間 2.　ｂとｃの間 3.　ｃとｄの間 4.　ｄとａの間

公転面に対して

太陽の自転軸に対して地球の地軸

日とその 3週間前，3週間後の日の出の時刻をまとめたものである

まわりを公転するようすを模式的に表したものであり，ａ～ｄは春分，

ずれかの日の地球の位置を示している。観察した日，地球はどの位置に

のをあ

2

間後

の出 4時SSSSSa
mp
le
に対し

，3週間後の日の出の時刻をまとめた間後の日の出の時刻をまと

ようすを模式的に表したものであり，ａを模式的に表したもので

の位置を示している。観察した日，地球示している。観察した日

の中から一つ選び，その番号を答えなさら一つ選び，その番号を答えなさ

SSaSSaSaSSSSSSS3 週間前 観察した日3週間前 観察

5時 18 分 4 時5 時 18 分
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